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山寺芭蕉記念館だより

●事業報告　特別展「江戸絵画の美」
●アプローチ・芭蕉＆日本文化
　ボローニャと山形の若い世代の俳句交流会を開催しました
●収蔵品紹介　「月二題」懐紙に見る俳人立

りゅう

圃
ほ

の公家たちとの交流

《山形の山寺　立石寺・仁王門》坂田 燦 作　1990
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事
業
報
告

特
別
展

江
戸
絵
画
の
美

― 

絵
師
か
ら
文
人
・
俳
人
ま
で
、
そ
の
趣
向
と
魅
力 

―

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、
江
戸
時
代
の
絵
師
・

文
人
・
俳
人
な
ど
の
手
に
な
る
様
々
な
絵
画

を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し

て
、
江
戸
絵
画
の
美
と
そ
の
魅
力
に
触
れ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
二
〇
二
二
年
十
月
七
日
か

ら
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

江
戸
絵
画
の
諸
表
現

　

江
戸
時
代
、
絵
画
の
世
界
で
は
、
室
町
時

代
よ
り
勢
威
を
誇
っ
て
い
た
狩
野
派
が
、
武

断
政
治
か
ら
文
治
政
治
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く

時
代
の
流
れ
を
受
け
て
、
従
来
の
絢
爛
な
桃

山
絵
画
様
式
か
ら
、
清
雅
で
淡
泊
な
江
戸
狩

野
様
式
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
他

の
絵
師
た
ち
の
中
に
は
、
自
由
な
表
現
方
法

を
取
り
入
れ
、
新
た
な
感
覚
で
描
い
た
作
品

《雪中双鴉図》
　与謝蕪村 筆
　明和７～安永６年
　（1770 ～ 77）
　慈光明院蔵

新出資料《山水図》（３幅対の２幅）丸野清耕 筆
　　　　　　　　　江戸時代（19 世紀）  個人蔵

市文《「はるもやゝ」発句画賛》
松尾芭蕉 賛・森川許六 筆
元禄６年（1693）  本館蔵

《海鶴蟠桃図》 谷文晁 筆 
江戸後期（18 ～ 19 世紀）
○山 長谷川コレクション・山形美術館蔵

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
絵
師
以
外
の
人
が
絵
を
描
く
こ
と

も
多
く
な
り
、
学
者
な
ど
に
よ
る
文
人
画
と

い
わ
れ
る
分
野
の
絵
も
多
く
描
か
れ
ま
す
。

俳
人
松
尾
芭
蕉
も
狩
野
派
に
学
ん
だ
絵
師
と

交
遊
し
つ
つ
画
技
を
習
い
、
味
わ
い
の
あ
る

絵
画
作
品
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
中
期
の
与
謝
蕪
村
は
俳
人
と
し
て
活

躍
す
る
一
方
、
画
家
と
し
て
多
く
の
作
品
を

残
し
て
い
ま
す
が
、
写
実
的
画
風
の
南な

ん

蘋ぴ
ん

派

か
ら
俳
画
ま
で
幅
広
い
画
風
を
自
分
の
も
の

と
し
、
日
本
南
画
に
つ
い
て
は
池い

け
の
た
い
が

大
雅
と
共

に
そ
の
大
成
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。「
雪
中
双そ

う

鴉が

図
」
は
、
蕪
村
の
詩
情

あ
ふ
れ
る
画
風
で
描
か
れ
た
名
品
で
す
。

　

江
戸
後
期
の
谷
文ぶ

ん

晁ち
ょ
うは
、
天
明
八
年

（
一
七
八
八
）
田
安
徳
川
家
の
奥
詰
と
な
り
、

文
化
期
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
の
半
ば
頃
か

ら
は
多
作
に
な
り
、
関
東
画
檀
の
重
鎮
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

江
戸
後
期
に
出
羽
国
楯
岡
に
生
れ
た
丸

野
清
耕
は
、
江
戸
で
狩
野
派
に
学
び
、
帰

郷
後
上
山
藩
の
御
用
絵
師
と
し
て
活
躍
し
、

彩
色
画
に
優
れ
ま
し
た
。
今
回
公
開
し
た

「
山
水
図
」
三
幅
対
は
新
出
資
料
で
、
初
公

開
と
な
り
ま
し
た
。

　

歌
川
広
重
は
浮
世
絵
師
歌
川
豊

広
に
入
門
、風
景
画
を
得
意
と
し
、

代
表
作
「
東
海
道
五
十
三
次
」
の

他
に
も
名
所
絵
を
多
く
残
し
て
い

ま
す
。
気
象
現
象
や
霞
な
ど
の
幽

か
な
空
気
感
の
表
現
に
も
長
け
、

肉
筆
画
「
東
都
佃
島
住
よ
し
図
・

京
都
嵐
山
図
・
浪
花
住
吉
月
出
見

の
図
」
の
三
幅
対
で
は
、
佃
島
の

雪
景
や
嵐
山
の
桜
、
大
坂
住
吉
浜

の
月
夜
を
巧
み
に
表
現
し
て
い
ま

す
。

 

俳
画
の
表
現

　

俳
画
は
俳
諧
・
書
・
画
が
一
体
と
な
っ
て

風
趣
を
醸
し
出
す
芸
術
で
す
。
そ
の
始
祖
と

さ
れ
る
の
が
江
戸
前
期
の
画
家
で
俳
人
の

野
々
口
立り

ゅ
う
ほ圃
で
す
。

　
「
は
る
も
や
ゝ
」
発
句
画
賛
は
、
芭
蕉
の

句「
は
る
も
や
ゝ
け
し
き
と
と
の
ふ
月
と
梅
」

に
併
せ
て
、
門
人
の
森
川
許
六
が
月
と
梅
の

絵
を
描
い
た
名
品
で
す
。

県文《浪花住吉月出見の図》
　　　歌川広重 筆  
　　　江戸時代（19 世紀）  
　　　慈光明院蔵
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芭
蕉
と
蕪
村

芭
蕉
と
蕪
村

妖
怪
の
文
学
・
美
術

妖
怪
の
文
学
・
美
術

事
業
報
告

特
別
展

坂
田
燦あ

き
ら

の

「
お
く
の
ほ
そ
道
」版
画
展
　

松
尾
芭
蕉
は
、
俳
諧
が
言
葉
遊
び
の
文
芸

だ
っ
た
中
で
江
戸
俳
壇
に
登
場
し
て
、
奥
の

細
道
行
脚
な
ど
を
通
し
て
、
俳
諧
を
深
化
さ

せ
て
芸
術
の
域
ま
で
高
め
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。

　

一
方
、
芭
蕉
没
後
の
二
十
二
年
後
に
生
ま

　

妖
怪
は
古
来
よ
り
様
々
な
文
学
や
美
術
の

中
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
松
尾
芭

蕉
も
紀
行
文
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
中
で
、

妖
怪
“
九
尾
の
狐
”
の
殺せ

っ

生し
ょ
う

石せ
き

に
つ
い
て

触
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
で
は
、
江
戸
時

代
か
ら
現
代
ま
で
の
絵
画
や
文
学
作
品
な
ど

に
よ
っ
て
、
妖
怪
が
日
本
文
化
の
中
で
ど
の

様
に
表
現
さ
れ
て
き
た
の
か
紹
介
い
た
し
ま

す
。

予告予告

令
和
５
年
９
月
１
日（
金
）～
10
月
９
日（
月
・
祝
）

令
和
５
年
７
月
21
日（
金
）～
８
月
28
日（
月
）

特
別
展

企
画
展

　

こ
の
展
覧
会
は
、
画
家
・
版
画
家
の
坂
田

燦
氏
が
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
め
ぐ
る
一
人

旅
を
続
け
て
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
ま

で
三
十
年
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
全
六
十
三

点
の
版
画
が
、
同
氏
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
こ

と
を
記
念
し
て
、
二
〇
二
二
年
六
月
三
日
か

ら
七
月
十
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
田
燦
氏
は
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

熊
本
県
生
ま
れ
で
、
教
育
に
従
事
す
る
傍
ら
、

版
画
の
制
作
に
取
り
組
み
ま
す
。
昭
和
五
十

年
（
一
九
七
五
）、
熊
本
県
立
宇
土
高
校
で
指

導
し
て
出
版
さ
れ
た
「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
版
画

集
」
は
国
内
外
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
熊
本
県
立
美
術
館
の
学
芸
課
長
、
副

館
長
、
顧
問
を
歴
任
さ
れ
、
退
職
後
、
平
成

二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）、
第
四
十
五
回
熊
本

県
芸
術
功
労
者
顕
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
坂
田
氏
は
初

め
て
山
寺
を
訪
ね
、第
一
作
と
な
る
「
山
寺
・

立
石
寺
」
を
三
カ
月
か
け
て
制
作
し
ま
す
。

「
立
石
寺
は
私
の『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
原
点
」

と
語
ら
れ
る
坂
田
氏
は
、
こ
れ
を
皮
切
り
に

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
足
跡
を
た
ど
り
、
旅

の
情
景
と
芭
蕉
の
俳
句
の
心
象
風
景
を
白
と

黒
の
木
版
画
で
表
現
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
情
緒
あ
ふ
れ
る
絵
と
し
て
結
実
し
、
時

に
は
繊
細
に
、
時
に
は
大
胆
で
迫
力
あ
る
構

図
で
表
現
さ
れ
、
見
る
者
の
心
を
動
か
し
ま

す
。
本
展
覧
会
は
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の

旅
を
、
叙
情
に
満
ち
た
坂
田
氏
の
版
画
で
追

体
験
で
き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

《立石寺と芭蕉》平成２年（1990）  
　　　　　　　坂田 燦 作　

市文《「世にふるも」句文懐紙》
　　　松尾芭蕉 筆  
　　　天和元～貞享元年（1681～84）  
　　　本館蔵

市文《黄石公図》与謝蕪村 筆  
　　　明和７～安政６年（1770 ～ 77） 
　　　潁原退蔵・尾形仂コレクション、本館蔵

《三国妖婦伝》（部分図）
　　　二代歌川国貞 画  元治元年（1864）  
　　　本館蔵

《日本海の夕涼み》令和２年（2020）  坂田 燦 作
オープニングで展示解説をする
坂田燦氏

れ
た
与
謝
蕪
村
は
、
形
骸
化
し
た
当
時
の
俳

壇
の
中
で
起
こ
っ
た
蕉
風
復
興
運
動
の
中
心

の
一
人
で
し
た
。
ま
た
、
画
業
で
も
大
き
な

足
跡
を
残
し
て
い
る
蕪
村
は
、
俳
諧
と
絵
画

を
融
合
さ
せ
た
俳
画
の
大
成
者
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
芭
蕉
の
真
筆
や

関
連
資
料
に
よ
っ
て
芭
蕉
の
俳

文
学
の
軌
跡
を
辿
る
と
共
に
、

与
謝
蕪
村
の
俳
諧
や
画
業
な
ど

の
足
跡
を
た
ど
り
、
江
戸
俳
諧

の
巨
人
二
人
の
作
品
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

（
仮
称
）
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第
14
回
山
寺
芭
蕉
記
念
館
英
語
俳
句
大
会
実
施
報
告

　
「
山
寺
か
ら
世
界
へ
」
を
目
指
し
て
十
四

年
前
に
始
ま
っ
た
本
大
会
は
、
多
く
の
方
々

か
ら
ご
理
解
・
ご
協
力
を
頂
き
、
成
功
裏
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
募
集
期
間
が
七
月
一
日
～
八
月

十
九
日
と
昨
年
よ
り
十
二
日
間
も
短
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
海
外
二
十
七
カ
国
を
含

む
、
三
部
門
合
計
し
て
参
加
者
二
千
四
十
九

名
か
ら
二
千
七
百
五
十
九
句
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。『
入
選
作
品
集
』
に
掲
載
さ
れ
た

入
選
者
は
三
百
二
十
六
名
、三
百
七
十
四
句
。

厳
し
い
選
考
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

審
査
に
は
、
飯
島
武
久
山
形
大
名
誉
教
授

が
審
査
員
長
、
大
場
登
同
大
会
実
行
委
員
会

委
員
長
、
万ま

里り

小こ
う

路じ

譲
山
形
県
詩
人
会
副
会

長
、
翻
訳
家
リ
サ 

ソ
マ
ー
ズ
氏
、
並
び
に

相
馬
周
一
郎
山
形
市
文
化
振
興
事
業
団
理
事

長
の
五
名
が
当
た
り
ま
し
た
。

　

優
れ
た
作
品
が
多
い
中
、
特
に
目
立
っ
た
の

は
、
各
部
最
優
秀
一
句
、
優
秀
二
句
の
入
賞
作

品
。
い
ず
れ
も
簡
潔
で
、
含
蓄
に
富
む
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
ご
案
内
の
通
り
、
大
ま
か
な
英

語
俳
句
の
定
義
は
、「
二
～
三
行
か
ら
な
る
短

い
英
詩
（
押
韻
し
な
く
て
も
よ
い
）、
五・七・五

の
音
節
や
季
語
は
必
ず
し
も
守
ら
な
く
て
も
よ

い
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
英
語
俳
句
の
詠
み

の
対
象
は
、
日
本
の
俳
句
同
様
、
花
鳥
風
月
が

多
い
の
で
す
が
、
人
間
の
心
の
動
き
や
心
理
や

哲
学
的
な
内
容
な
ど
が
含
ま
れ
、
よ
り
幅
広
い

題
材
に
な
って
い
ま
す
。
し
た
が
って
、
英
語
俳

句
を
鑑
賞
し
た
り
作
句
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ

り
、異
国
に
住
み
、違
っ
た
考
え
を
持
つ
人
達
が
、

今
や
世
界
共
通
と
な
っ
た
世
界
最
短
の
文
学
形

態
で
あ
る
俳
句
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
世
代
間

や
国
際
的
相
互
理
解
の
早
道
で
あ
る
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
、
国
内
外
の
老
若
男
女
、

特
に
よ
り
多
く
の
若
い
人
た
ち
が
、
英
語
俳
句

を
愛
好
さ
れ
、
更
に
友
好
の
輪
が
広
が
れ
ば
と

願
って
お
り
ま
す
。
以
下
、
各
部
門
の
最
優
秀

賞
作
品
四
句
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

第
１
ａ
部
：
一
般
（
日
本
人
）

　

岸
本　

瞳
（
兵
庫
県
）

　
　a gray heron 

　
　stands gazing

　
　at nothing

　
　

青
鷺
の
じ
っ
と
見
つ
め
る
虚
空
か
な

 

（
作
者
訳
）

第
１
ｂ
部
：
一
般
（
外
国
人
）

　

N
ina K

ova
či ć

（
ク
ロ
ア
チ
ア
：Croatia

）

　
　rum

ors of w
ar

　
　on the w

hite tablecloth

　
　a crushed straw

berry 

　
　

戦
争
の 
噂 
白
布
に 

つ
ぶ
れ
た
イ
チ
ゴ

 
（
万
里
小
路 

譲 

訳
）

第
２
部: 

高
校
生

　

平
山　

恵（
岩
手
県
立
大
船
渡
高
等
学
校
２
年
）

　
　onto the beach

　
　w

as w
ashed

　
　a w

ish

　
　

砂
浜
に 

う
ち
寄
せ
ら
れ
た 

願
い
事

 

（
作
者
訳
）

第
３
部: 

中
学
生

　

菅
原 

茉
子（
宮
城
県
古
川
黎
明
中
学
校
３
年
）

　
　Herm

it crab is w
alking

　
　forever alone  

　
　but alive

ヤ
ド
カ
リ
が
歩
い
て
い
る 

い
つ
ま
で

も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち 

で
も
生
き
て
い
る

 

（
作
者
訳
）
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第
29
回
　
山
寺
芭
蕉
記
念
館
文
化
セ
ミ
ナ
ー

東
北
歴
史
探
訪
―
「
み
ち
の
く
」
の
文
化
、
そ
の
歴
史
と
深
層
―

　

第
二
十
九
回
山
寺
芭
蕉
記
念
館
文
化
セ
ミ

ナ
ー
は
、「
東
北
歴
史
探
訪
」
を
テ
ー
マ
に

三
回
開
催
し
、
三
人
の
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
的
視
点
か
ら
、
東
北
の
歴
史
と
文
化
の

深
層
を
探
り
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
九
日
は
、
山
形
大
学
学
術
研
究

院
教
授
の
山
本
陽は

る

史ふ
み

氏
の
「
義
経
の
旅
、
芭

蕉
の
旅
」。
奥
の
細
道
の
旅
は
、
源
平
の
戦

に
ま
つ
わ
る
人
々
の
足
跡
を
訪
ね
る
目
的
も

あ
り
ま
し
た
。
芭
蕉
が
旅
し
た
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
は
、
義
経
が
平
泉
で
滅
ぼ
さ

れ
て
か
ら
満
五
百
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。

み
ち
の
く
に
は
義
経
伝
説
が
多
数
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
旅
人
芭
蕉
の
目
に
義
経
の
面
影

が
ど
う
見
え
た
の
か
を
探
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
六
日
は
、
東
北
大
学
名
誉
教
授
の

蟹か
に

澤さ
わ

聰さ
と

史し

氏
の
「『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
み

ら
れ
る
芭
蕉
の
自
然
観
」。『
お
く
の
ほ
そ

道
』
を
地
質
学
の
観
点
か
ら
見
た
お
話
で
し

た
。
日
本
列
島
は
、中
緯
度
地
方
に
位
置
し
、

沈
み
込
み
帯
で
火
山
や
地
震
が
多
く
、
四
季

折
々
の
変
化
に
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
持
ち

ま
す
が
、
そ
う
し
た
自
然
環
境
が
『
お
く
の

ほ
そ
道
』
の
中
で
、
芭
蕉
の
自
然
観
・
哲
学

に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
十
二
日
は
、
東
北
学
院
大
学
東
北

文
化
研
究
所
客
員
の
山
口
博
之
氏
の
「
立
石

寺
開
創
の
頃
」。
立
石
寺
が
そ
の
姿
を
現
し

た
古
代
の
状
況
を
踏
ま
え
、
遺
跡
や
当
時
の

仏
教
の
実
態
を
通
し
て
立
石
寺
開
創
の
背
景

を
解
説
。
更
に
、
開
山
伝
説
で
あ
る
磐ば

ん

司じ

磐ば
ん

三ざ
ぶ

郎ろ
う

伝
承
や
当
時
の
交
通
路
な
ど
か
ら
、
街

道
と
立
石
寺
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
読
み
解

き
ま
し
た
。

山口博之 氏 蟹澤聰史 氏 山本陽史 氏

　

英
語
俳
句
―
相
互
理
解
へ
の
早
道

　 

大
会
実
行
委
員
会
委
員
長
　
大
場
　
登
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事
業
報
告

事
業
報
告

第
65
回

第
53
回

全
国
俳
句
山
寺
大
会

芭
蕉
忌
俳
句
大
会

第
66
回

全
国
俳
句
山
寺
大
会

【
選
者
】
細
谷
喨
々
・
阿
部
月
山
子
・

鈴
木
正
子
・
伊
藤　

寛
・
牧　

靜
・

伊
藤
ふ
み
（
敬
称
略
）

【
日
時
】
令
和
五
年
七
月
九
日
（
日
）

午
前
九
時
受
付
開
始

【
大
会
参
加
費
】
一
、
○
○
○
円

　
　
　

 

（
当
日
受
付
に
て
）

【
大
会
投
句
】
嘱
目
二
句

　
　
　
　
　

 

（
午
前
十
一
時
締
切
）

【
賞
】
細
谷
喨
々
先
生

特
選
一
句　

賞
状
・
選
者
色
紙
染
筆

秀
逸
十
句　

こ
け
し

佳
作
五
句　

賞
品

そ
の
他
の
先
生

特
選
一
句　

賞
状
・
選
者
色
紙
染
筆

秀
逸
三
句　

選
者
短
冊
染
筆

佳
作
五
句　

賞
品

俳
句
大
会　

次
第

〔
午
前
十
一
時　

開
会
〕

大
会
式
典
（
主
催
者
・
来
賓
挨
拶
、
選
者

紹
介
）・
兼
題
句
（
事
前
投
句
）
選
評

〔
昼
食
休
憩
後
〕

　

講
演　

細
谷
喨
々
先
生

　

入
選
発
表
・
選
評
・
表
彰

〔
午
後
四
時
終
了
予
定
〕

　

※ 

大
会
参
加
者
に
は
記
念
品
を
進
呈
い
た

し
ま
す
。

　

芭
蕉
翁
の
山
寺
来
訪
を
記
念
し
、
七
月
に

実
施
さ
れ
る
全
国
俳
句
山
寺
大
会
は
、
今

回
諸
般
の
事
情
に
よ
り
事
前
投
句
の
み
の
紙

上
大
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
投
句
数
は

一四
五
九
句
で
し
た
。
各
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

山
形
市
長
賞
・
細
谷
喨
々
選 
特
選

　

待
春
の
目
を
も
ら
ひ
た
る
こ
け
し
か
な

 

大
阪
府　

今
井　

文
雄

山
形
県
俳
人
協
会
長
賞
・
鈴
木
正
子
選 
特
選

　

大
凧
へ
記
せ
る
名
前
の
初
子
か
な

 

神
奈
川
県　

尾
﨑
千
代
一

山
寺
文
化
保
存
会
長
賞
・
牧
　
靜
選 

特
選

　

朝
東
風
や
小
さ
き
踏
台
あ
る
厨

 

秋
田
県　

種
村
聖
巴
子

　

芭
蕉
翁
が
亡
く
な
っ
た
時
期
に
あ
わ
せ
て

開
催
さ
れ
る
芭
蕉
忌
俳
句
大
会
は
、
今
回

諸
般
の
事
情
に
よ
り
、
事
前
投
句
の
募
集
を

行
い
、
令
和
四
年
十
月
二
十
三
日
に
発
表
・

表
彰
の
み
行
い
ま
し
た
。
事
前
投
句
数
は

四
八
六
句
。
当
日
の
参
加
者
数
は
三
十
七
名

で
し
た
。
特
選
句
は
次
の
と
お
り
で
す
。

阿
部
月
山
子
選 

特
選

　

踏
み
し
む
る
火
渡
り
の
燠
天
の
川

 

山
形
市　

栗
山
じ
ゅ
ん

　

焼
畑
の
課
外
学
習
蕪
を
蒔
く

 

鶴
岡
市　

本
間　

ま
り

　

流
星
や
ピ
ッ
ケ
ル
振
れ
ば
触
る
る
ほ
ど

 

遊
佐
町　

小
松　

惠
子

鈴
木
正
子
選 

特
選

　

新
盆
や
畳
に
残
る
ベ
ッ
ド
跡

 

山
形
市　

横
道　

啓
一

　

枝
豆
の
莢
に
空
室
一
つ
あ
り

 

庄
内
町　

齋
藤
八
重
子

　

焼
畑
の
課
外
学
習
蕪
を
蒔
く

 

鶴
岡
市　

本
間　

ま
り

伊
藤
　
寛
選 

特
選

　

大
杉
の
幹
真
つ
直
ぐ
や
水
の
秋

 

山
形
市　

小
関　

恵
子

　

先
導
は
老
夫
の
鎌
や
稲
を
刈
る

 

東
根
市　

阿
部
美
和
子

　

赤
と
ん
ぼ
関
所
の
槍
に
翅
休
め

 
庄
内
町　

齋
藤
八
重
子

山
寺
芭
蕉
記
念
館
長
賞
・
阿
部
月
山
子
選 

特
選

　

鱗
に
は
子
供
の
手
形
鯉
の
ぼ
り

 

山
形
市　

横
道　

啓
一

増
成
栗
人
選 

特
選

　

山
寺
を
登
り
き
つ
た
る
か
た
つ
む
り

 

栃
木
県　

阿
久
津
勝
利

神
野
紗
希
選 

特
選

　

地
歴
部
の
化
石
と
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日

 

岩
手
県　

小
山　

尚
宏

伊
藤
　
寛
選 

特
選

　

春
野
行
く
優
し
い
心
も
ど
る
ま
で

 

神
奈
川
県　

松
見
喜
美
子

牧
　
靜
選 

特
選

　

野
葡
萄
の
か
ら
み
つ
き
た
る
子
規
の
句
碑

 

村
山
市　

小
室
け
い
子

　

新
盆
や
畳
に
残
る
ベ
ッ
ド
跡

 

山
形
市　

横
道　

啓
一

　

山
間
を
一
気
に
駆
け
る
威
銃

 

上
山
市　

堀
川　

栄
助

伊
藤
ふ
み
選 

特
選
　

　

秋
草
や
ダ
ム
は
荒
肌
さ
ら
け
出
し

 

新
庄
市　

柏
崎　

寿
宣

　

走
り
蕎
麦
打
つ
も
茹
で
る
も
長
名
水

 

東
根
市　

菊
地
み
さ
子

　

小
望
月
部
屋
の
灯
り
を
す
べ
て
消
し

 

東
根
市　

冨
樫　

正
義

予告予告

令和４年10月23日に行われた事前投句の発表・表彰
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に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
イ
タ
リ
ア
語
で
の
俳
句
作
法
の

ル
ー
ル
と
し
て
高
校
生
た
ち
に
二
つ
の
ル
ー

ル
を
示
し
ま
し
た
。

　

一
．
三
行
で
短
い
詩
を
作
る

　

二
．
季
節
を
表
現
す
る
言
葉
を
入
れ
る

こ
の
よ
う
に
ル
ー
ル
を
シ
ン
プ
ル
に
二
つ
に

限
定
し
た
理
由
は
以
下
の
通
り
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
言
語
で
も
十
七
単
語
で
作
る
べ
き
と

い
う
考
え
で
指
導
し
て
い
る
指
導
者
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
私
は
言
語
の
構

造
、
特
に
母
音
と
子
音
の
組
み
合
わ
せ
や
助

詞
の
有
無
な
ど
が
異
な
る
た
め
そ
れ
を
課
す

る
の
は
非
常
に
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
や
文
物
・
生
活
習
慣
も
大
き

く
異
な
る
た
め
、
日
本
の
伝
統
的
な
季
語
や

季
節
感
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
地
域
の
文
化

を
尊
重
す
る
方
が
良
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

日
伊
双
方
と
も
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
俳
句
を

作
り
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
山
形
側
の

作
句
は
東
北
大
学
大
学
院
生
の
浅
川
芳
直
さ

ん
の
指
導
で
進
行
し
ま
し
た
。

　

俳
人
の
武
田
菜
美
さ
ん
に
も
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

に
ご
同
行
い
た
だ
き
ま
し
た
。
武
田
さ
ん
は

以
前
も
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
地
元
の
中
学
生
や
一

般
の
皆
さ
ん
の
俳
句
講
座
で
奮
闘
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
作
っ
た
イ
タ
リ
ア
語
の
三
行
詩
を

青
山
さ
ん
に
日
本
語
訳
し
て
も
ら
い
、
武
田
さ

ん
と
私
で
五
七
五
の
日
本
語
に
し
て
短
冊
に
書

き
ま
し
た
。
そ
し
て
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
イ
タ

リ
ア
語
俳
句
の
清
書
と
短
冊
を
並
べ
て
見
せ

な
が
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
山
形
側
に
披
講
し
ま
し

た
。
山
形
側
の
俳
句
も
説
明
を
付
け
て
イ
タ

リ
ア
側
に
披
講
し
ま
し
た
。
双
方
盛
ん
な
拍

手
が
起
き
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
翻
訳
の
作
業
を
し
て
い
る
間
に

は
、
学
校
生
活
な
ど
に
つ
い
て
双
方
の
児
童

生
徒
た
ち
で
英
語
や
イ
タ
リ
ア
語
で
の
質
疑

ア
プ
ロ
ー
チ
・
芭
蕉
＆
日
本
文
化

15

　

二
〇
二
三
年
二
月
、
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
私
は
一
〇
八
八

年
創
立
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
古
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

大
学
と
山
形
大
学
の
交
流
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
の

交
流
に
と
ど
ま
り
、
現
地
を
訪
問
で
き
た
の

は
三
年
ぶ
り
で
す
。

　

今
回
の
訪
問
の
目
的
の
一つ
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

で
一
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
ル
イ
ジ
＝

ガ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
高
校
と
山
形
大
学
小
白
川

キ
ャ
ン
パ
ス
（
山
形
市
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
俳
句
を
作
っ
て
披
露
し

合
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
し
た
。

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
社
会
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
不
自
由
が
生
じ
ま
し
た
。
対
面
や
移
動
が

は
ば
か
ら
れ
、
や
む
を
得
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
教
育
や
交
流
な
ど
を
進
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
た
だ
、
対
面
が
大

幅
に
再
開
さ
れ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
す
べ

て
止
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
活
用
を
図

る
べ
き
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が
空
間
を
超
え
て
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
る
特
性
を
生
か
し
、
現

地
に
出
向
い
て
の
対
面
型
講
座
と
組
み
合
わ

せ
た
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
時
代
の
新
し
い
教
育
と
交
流
ス
タ
イ
ル
と

し
て
確
立
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

イ
タ
リ
ア
の
高
校
生
か
ら
は
「
連
句
に
も

挑
戦
し
た
い
」
と
い
う
声
が
上
が
る
な
ど
、

俳
句
、
そ
し
て
日
本
文
化
へ
の
関
心
を
高
め

て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
改
善
し
つ
つ

交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
山
形
大
学
学
術
研
究
院
教
授
、
東
京
大
学

生
産
技
術
研
究
所
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）

　

主
催
は
山
形
大
学
の
地
域
共
創
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
で
す
。「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
（
ス
チ
ー
ム
）
教
育
」
と
は
、
文
系
と
理

系
の
枠
を
超
え
た
課
題
発
見
・
探
究
学
習
の

こ
と
で
す
。
今
回
の
催
し
の
主
な
目
的
は
、

俳
句
を
通
し
て
日
伊
の
若
い
世
代
が
交
流
す

る
こ
と
で
、
世
界
の
中
の
日
本
文
化
の
位
置

を
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　

イ
タ
リ
ア
側
は
高
校
生
二
十
二
名
、
山
形

側
は
「
俳
句
甲
子
園
」
に
出
場
歴
の
あ
る
山

形
東
高
校
・
山
形
南
高
校
の
生
徒
と
中
学
生
・

小
学
生
た
ち
合
計
二
十
名
が
集
ま
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

二
月
二
十
三
日
、
日
本
と
イ
タ
リ
ア
に
は

八
時
間
の
時
差
が
あ
る
の
で
、
双
方
が
集
ま

れ
る
日
本
時
間
午
後
四
時
（
イ
タ
リ
ア
時
間

午
前
八
時
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
冒

頭
、
玉
手
英
利
山
形
大
学
長
と
ガ
ル
ヴ
ァ
ー

ニ
高
校
の
フ
ァ
ビ
オ
・
ガ
ン
ベ
ッ
テ
ィ
校
長

か
ら
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
私
が
イ
タ
リ
ア
の
高
校
生
た
ち
に

俳
句
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
異
な
る
文
化

を
紹
介
す
る
、
い
わ
ば
「
文
化
の
翻
訳
」
の

た
め
の
工
夫
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
山
形

側
に
も
こ
の
模
様
は
視
聴
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
通
訳
は
井
上
ひ
さ
し
の
戯
曲
「
父

と
暮
ら
せ
ば
」の
イ
タ
リ
ア
語
訳
者
の
一
人
、

青
山
愛
さ
ん
と
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
東
洋
美
術
研
究

所
長
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
グ
イ
デ
ィ
さ
ん

山
　
本
　
陽は
る

　
史ふ
み

ルイジ＝ガルヴァーニ高校の創立 150 周年記念誌など

イタリア側の高校生の俳句と日本語訳

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
と
山
形
の
若
い
世
代
の

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
と
山
形
の
若
い
世
代
の

��
俳
句
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た

俳
句
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
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夜
ハ
雨
ふ
り
し
め
や
か
な
る
に
、
句
を

　
　

申
べ
き
よ
り
仰
あ
り
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
さ
ゝ
ぬ
里
や
小
倉
の
色
帋
（
紙
）窓

　
　

又
の
夜
ハ
空
晴
け
る
に
池
の
邊

　
　

に
て
題
を
給
ハ
せ
、
み
な
人

　
　

哥
よ
み
て
奉
れ
る
に

上
を
ま
な
ぶ
下
候
ぞ
水
の
月　

 

立
圃
書
印　
　

〔
口
語
訳
〕

九
条
道
房
公
が
時
々
御
出
に
な
っ
て
御
心

を
慰
め
て
お
ら
れ
た
、
京
都
嵯
峨
の
小
倉

亭
は
、
か
の
藤ふ
じ
わ
ら
の
て
い
か

原
定
家
卿
が
百
人
一
首
を

撰
し
た
と
い
う
山
荘
に
近
い
所
で
あ
る
。

旧
暦
九
月
ご
ろ
の
月
を
道
房
公
が
ご
覧
に

な
ろ
う
と
、
烏
か
ら
す

丸ま
る

光み
つ

広ひ
ろ

公
と
連
れ
立
っ
て

お
い
で
に
な
ら
れ
た
。
が
、
そ
の
夜
は
雨

が
し
め
や
か
に
降
っ
て
い
た
た
め
、「
発
句

を
詠
み
な
さ
い
」
と
仰
せ
が
あ
っ
た
の
で

月
さ
ゝ
ぬ
里
や
小
倉
の
色し
き
し帋
窓
（
月
は
さ
さ

な
い
が
、
こ
の
里
は
定
家
卿
が
小
倉
色
紙
を

貼は

っ
た
と
い
う
山
荘
が
近
い
と
こ
ろ
で
、
茶

室
に
も
色
紙
窓
を
見
る
こ
と
よ
）

次
の
日
の
夜
は
空
が
晴
れ
た
の
で
、
池
の

ほ
と
り
で
和
歌
の
題
を
お
出
し
に
な
り
、

皆
が
和
歌
を
詠
ん
で
献
上
な
さ
っ
た
と
き

に
（
発
句
を
詠
み
ま
し
た
）

月
二
題
　
一
幅

　
　

紙
本
墨
書

　
　

野
々
口
立
圃 

筆

　
　

江
戸
期
（
一
七
世
紀
）

　
　

潁
原
退
蔵
・
尾
形
仂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

〔
解
読
〕

　
　

道
房
公
時
々
お
は
し
ま
し
て

　
　

御
心
を
な
ぐ
さ
め
給
し
小
倉
の

　
　

亭
ハ
定
家
卿
の
山
庄
近
き
所
也
。

　
　

長
月
頃
の
月
を
見
給
ハ
ん
と
て

　
　

光
廣
卿
と
も
な
ひ
給
ひ
し
に
、
其

収
蔵
品
紹
介

「
月
二
題
」
懐
紙
に
見
る

　
　
俳
人
立り

ゅ
う

圃ほ

の
公
家
た
ち
と
の
交
流 

中
野 

沙
惠

上か
み

を
ま
な
ぶ
下し
も

候そ
う
ろ
うぞ

水
の
月
（
上
を
真
似

す
る
下
の
者
が
お
り
ま
す
ぞ
。
そ
れ
は
池
の

水
に
映
る
月
で
す
）

〔
解
説
〕

　

京
都
嵯
峨
野
の
小
倉
（
現
、
京
都
市
右
京

区
）
に
あ
る
、
九
条
道
房
の
亭ち
ん

（
休
養
な
ど

の
た
め
の
邸
）
に
、
旧
暦
九
月
ご
ろ
の
月
を

観
賞
し
よ
う
と
、
九
条
道
房
が
烏
丸
光
広
と

と
も
に
訪
れ
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た

た
め
、
立
圃
に
発
句
を
詠
め
と
命
が
あ
っ
て

詠
ん
だ
句
と
、
次
の
日
の
快
晴
の
夜
は
、
池

の
ほ
と
り
で
道
房
の
出
し
た
和
歌
の
題
に

よ
っ
て
参
会
者
が
歌
を
詠
ん
だ
折
の
立
圃
の

発
句
と
が
並
ぶ
。
旧
暦
八
月
十
五
夜
の
名
月

と
と
も
に
九
月
十
三
日
の
月
も
後の
ち

の
月
と
し

て
、
古
来
愛
で
て
い
る
。

　

小
倉
と
い
え
ば
、『
新
古
今
和
歌
集
』
の

撰
者
の
一
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
藤
原
定
家

（
一
一
六
二
～
一
二
四
一
）
が
小
倉
山
麓
の

山
荘
で
百
人
一
首
の
色
紙
（
小
倉
色
紙
）
を

障
子
に
貼
っ
た
、
と
伝
え
、
そ
の
定
家
の
山

荘
に
も
近
い
。「
月
さ
ゝ
ぬ
」
の
句
は
、
雨

夜
で
月
の
光
は
な
い
が
、
こ
の
小
倉
の
里
は

か
の
定
家
卿
の
小
倉
色
紙
に
所
縁
が
あ
り
、

茶
室
の
窓
も
色
紙
窓（
茶
室
に
設し
つ
らえ
る
窓
で
、

色
紙
形
を
散
ら
し
て
貼
り
付
け
た
形
に
似
る

と
こ
ろ
か
ら
の
称
）
で
あ
る
、
と
小
倉
の
地

を
中
心
に
置
い
た
作
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な

み
に
、
現
存
す
る
色
紙
で
、
定
家
筆
の
小
倉

色
紙
が
も
っ
と
も
古
い
、
と
い
う
。

　

二
句
目
は
、
夜
空
の
月
と
池
の
水
面
に
浮

か
ぶ
月
を
詠
ん
で
い
て
、
あ
わ
せ
て
雨
月
と

明
月
の
二
句
で
対
比
さ
せ
て
い
る
。

　

作
者
の
野
々
口
立
圃（
一五
九
五
～一六
六
九
）

は
京
都
の
人
。
名
は
親ち
か

重し
げ

。
雛
人
形
の
細
工

を
家
業
と
し
、
屋
号
を
雛
屋
と
い
う
。
紅べ

粉に

染ぞ

め
に
も
巧
み
で
紅べ
に

屋や

と
も
称
し
た
。
若
い

時
か
ら
連
歌
を
猪い
な
わ
し
ろ

苗
代
兼け
ん

与よ

に
学
び
、
和
歌

を
烏
丸
光
広
に
、
俳
諧
は
松
永
貞て
い

徳と
く

に
、
書

道
を
青
し
ょ
う

蓮れ
ん

院い
ん

尊そ
ん

朝ち
ょ
う

法
親
王
に
習
っ
た
と
い

う
。
古
典
に
通
じ
、
画
も
巧
み
で
あ
る
。
福

山
藩
主
水
野
勝
成
に
俳
事
を
も
っ
て
仕
え
た

こ
と
も
あ
り
、
江
戸
で
暮
ら
し
た
時
期
も

あ
っ
た
。

　

詞
書
に
見
え
る
「
道
房
公
」
は
九
条
道
房

（
一
六
〇
九
～
四
七
）。
右
大
臣
、
左
大
臣
、

摂
政
を
勤
め
た
。「
光
広
卿
」
は
権
大
納
言

の
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
～
一
六
三
八
）。

歌
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
ほ
か
、
書
画
も
よ

く
し
た
。
妻
の
父
、
細
川
幽
斎
か
ら
古
今
伝

授
を
承
け
て
い
る
。

　

こ
の
月
見
は
光
広
が
没
し
た
寛
永
十
五
年

七
月
よ
り
以
前
の
出
来
事
と
知
ら
れ
、
寛
永

十
七
年
江
戸
に
出
る
前
の
事
で
あ
っ
た
。
立

圃
は
職
人
の
身
分
な
が
ら
京
都
の
公
家
や
僧

侶
な
ど
と
風
交
が
あ
っ
た
の
だ
。

 

（
聖
徳
大
学
名
誉
教
授
）



8 山寺芭蕉記念館だより

　

山
寺
地
区
に
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～

一
八
）
に
描
か
れ
た
と
伝
わ
る
「
寶
珠
山 

立
石
寺
図
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
縦
一
七
一

㎝
×
横
二
八
二
㎝
の
大
画
面
で
、
四
十
八
枚

「
宝
珠
山�

立
石
寺
図
」
に
見
る

江
戸
時
代
中
期
の
立
石
寺
の
姿

や
ま
で
ら
歴
史
民
俗
散
歩

29
の
和
紙
が
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
図
の
左

下
に
は
「
御
朱
印
高
千
四
百
弐
拾
石
此
内
配

當
有
之　

天
台
宗　

東
叡
山
末　

出
羽
國

村
山
郡
山
寺　

寶
珠
山　

立
石
寺
」
と
奥

書
が
あ
る
。
本
図
に
落
款
は
な
い

が
、
遠
藤
周

し
ゅ
う

鶴か
く

に
よ
っ
て
描
か
れ

た
も
の
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
周
鶴

は
本
名
、
金
兵
衛
。
別
号
に
雲
松

窟
が
あ
る
。
明
和
六
年（
一
七
六
九
）

生
ま
れ
。
立
石
寺
役
人
を
勤
め
、

「
風
交
非
常
に
広
く
、
毎
年
新
年
に

は
雅
会
を
開
き
、
刷
物
さ
え
出
し

て
い
る
」註

１

と
い
い
、
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）、
七
十
三
歳
で
没
し
て

い
る
。
本
図
を
所
蔵
す
る
遠
藤
俊
英

氏
は
周
鶴
の
子
孫
に
あ
た
る
の
で
、

周
鶴
筆
で
あ
る
と
い
う
本
図
の
来

歴
は
信
頼
で
き
よ
う
。

　

本
図
の
構
成
は
、
西
方
端
に
山
寺

入
口
の
門
と
地
蔵
堂
を
置
き
、
東
方

端
に
岩
ノ
沢
を
配
し
て
い
る
。
南
端

は
米
山
薬
師
・
大
日
堂
か
ら
始
ま
り
、

東
か
ら
西
に
流
れ
る
立
谷
川
を
下

部
に
、
そ
こ
か
ら
そ
び
え
る
寶
珠

山
と
奥
の
院
ま
で
続
く
多
く
の
堂
宇
を
描
き
、

そ
の
山
の
裏
側
に
位
置
す
る
子
安
観
音
を
北

端
に
置
い
た
構
成
で
あ
る
。

　

寺
院
の
記
載
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
る
と
、

山
門
に
入
っ
て
か
ら
の
山
上
の
寺
院
に
は
、

現
在
も
存
続
す
る
奥
の
院
、華
蔵
院
、中
性
院
、

金
乗
院
、
性
相
院
の
他
に
、
宝
幢
院
、
善
行

院
、
圓
乗
院
、
不
動
院
、
中
之
院
、
沢
之
院
、

極
楽
院
な
ど
の
現
在
は
廃
寺
と
な
っ
て
い
る

も
の
も
確
認
で
き
る
。

　

次
に
、
立
谷
川
の
門
前
町
付
近
に
架
け
ら

れ
た
橋
に
注
目
す
る
と
、
今
日
、
対
面
石
の

東
脇
に
架
け
ら
れ
た
宝
珠
橋
が
高
橋
と
い
う

旧
名
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
図
で
は
対

面
石
の
西
側
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高

橋
の
少
し
上
流
に
大
神
橋
が
あ
り
、
中
洲
を

経
由
し
て
対
岸
ま
で
架
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
橋
は
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
田
楽

淵
の
堤
防
が
決
壊
し
流
さ
れ
、
翌
年
に
架
け

直
さ
れ
る
も
再
び
流
さ
れ
、
今
日
で
は
見
ら

れ
な
い
橋
で
あ
る
。

　

周
鶴
の
「
寶
珠
山 

立
石
寺
図
」
は
、
山

寺
立
石
寺
の
歴
史
を
検
証
す
る
上
で
も
貴
重

な
史
料
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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